










美作市

湯郷温泉郷にほど近い「彩菜茶屋」は、1994年に勝英農協が主体と

なって美作産農産物の直売所として設置。第3セクター「㈲特産館みま

さか」が運営し、1997年に道の駅に。2003年度から年間売上げが3億円

を超えるまでになりました。2009年には大阪府箕面市に、直営2号店

「彩菜みまさか」をオープン。希少な伝統野菜の「万善かぶら」や柔らか

くて香り高い「日指ごぼう」、霜を降らせて糖度を高めた「寒締めホウレ

ンソウ」など「彩菜ブランド」認定野菜のほか、産地直送の新鮮野菜が

評判。今や開店前から行列ができ、午前中から売り切れが続出しています。
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生産者自らが大阪の店に

赴いて対面販売するほか、

美作市で開く都市住民と

の交流イベントに参加。

直接消費者の声を聞く

ことでニーズが把握でき、

その経験を野菜づくりに

反映。

取組内容

「彩菜茶屋」の将来の売り

上げ低迷を見越して、その

対策を考えるため、2007

年に登録生産者にアン

ケートを実施。生産者の

約半数に出荷余力がある

ことがわかり、「地産地消」

から「地産都消」へと、都

市部への販路拡大を目指

すことになりました。

きっかけ

「彩菜みまさか」には

一日2便のトラックで

産地直送。2015年度の

売上げは同店だけで

8億円近くに上り、「彩菜茶屋」との合計は約11億4千万円。

生産者の士気が高まり、約200名で始まった登録生産者数は約

1,030名に。トウモロコシ狩りなど箕面市民との交流イベントも好評。

取組の成果
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道の駅 彩菜茶屋

主任

松田 元久 さん
（まつだ　もとひさ）
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都市住民が喜ぶアンテナショップで
地域農業振興&農業者の所得向上へ。

大阪に販路を開き、登録生産者数が5倍以上に。

一言アド
バイス

直売所に
興味を持っ

ている人が
気軽に問

合せできる
よう

にしていま
す。出荷量

の大小は
問いません

。売り手とし
ては、

『農家の
代弁者』だ

という気持
ちで、商品

の食べ方
や背景

などの質問
にすぐ答え

られるよう
に知識を持

つことが大
切

ですね。

「彩菜ブランド」のひとつ
「万善かぶら」

都市のニーズに応える
「地産都消」の直売所
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